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♯009令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る

Ｐ
Ｃ
建
協
の
対
応

　

令
和
６
年
元
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
」に
伴
い
、同
日
直
ち
に

Ｐ
Ｃ
建
協
本
部
及
び
北
陸
支
部
に
「
災
害

対
策
本
部
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
対
応
と
し
て
石
川
県
管
理
区

間
の「
能
越
自
動
車
道（
越
の
原
Ｉ
Ｃ
〜
穴

水
Ｉ
Ｃ
間
）」の
能
登
大
橋
に
つ
い
て
、
石

川
県
か
ら
の
現
地
点
検
調
査
要
請
に
対
応

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
復
旧
工
事
を
国
が
権
限
代
行
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

北
陸
地
方
整
備
局
と
の
災
害
協
定
に
基
づ

く
緊
急
復
旧
工
事
要
請
を
受
け
、
橋
梁
緊

急
復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
工
事

は
４
月
現
在
も
速
や
か
な
機
能
復
旧
を
図

る
た
め
、
破
壊
箇
所
の
補
修
作
業
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
建
協
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
令
和
６
年
１
月
15
日
に

東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ア
ー
ク
半
蔵
門
に
て「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
と
同
様
の
規
模
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
４
０
０
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
佐
藤
信
秋
参
議
院
議
員
、

足
立
敏
之
参
議
院
議
員
、
吉
岡
幹
夫
国
土

交
通
省
技
監
、
徳
山
日
出
男
日
本
道
路
協

会
会
長
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

森
拓
也
Ｐ
Ｃ
建
協
会
長
は
冒
頭
、
元
日

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
々
へ
の
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
の

言
葉
の
後
、Ｐ
Ｃ
建
協
と
し
て
復
旧
・
復

興
に
向
け
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
す
る

と
表
明
し
ま
し
た
。ま
た
、担
い
手
確
保
へ

の
取
り
組
み
や
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
技
術
の
進
化
に
取
り
組
ん
で
、Ｐ
Ｃ

技
術
の
魅
力
を
社
会
へ
発
信
す
る
こ
と
で
、

活
気
あ
ふ
れ
た
業
界
と
な
り
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
と
新

年
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
本
部
主
催
の

意
見
交
換
会
テ
ー
マ
等
決
ま
る

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、令
和
６
年
度
の
各
発
注

機
関
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、
基
本
と

な
る
提
案
テ
ー
マ
を
次
の
通
り
決
定
し
ま

し
た
。意
見
交
換
会
は
６
月
の
国
土
交
通

省
道
路
局
を
皮
切
り
に
、
各
地
方
整
備
局
、

北
海
道
開
発
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
と
７

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
開
催
予
定
で
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的

な
確
保

②
次
世
代
に
夢
を
つ
な
げ
る
新
規
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
生

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

①
総
労
働
時
間
の
削
減

②
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

①
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

①
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
技
術

提
案
・
交
渉
方
式
の
更
な
る
発
注

要
請（
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
の
推
進
）

②
地
方
自
治
体
支
援
要
請（
国
土
交
通

省
の
直
轄
診
断
・
修
繕
代
行
業
務

の
更
な
る
推
奨
）

５
．機
能
性
向
上
と
構
造
デ
ザ
イ
ン
性
を

　
　
有
す
る
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
建
築
の
推
進

①
庁
舎
等
の
計
画
に
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造

を
推
進

②
防
災
施
設（
津
波
避
難
ビ
ル
、
人
工

地
盤
、
避
難
タ
ワ
ー
等
）に
Ｐ
Ｃ
ａ

Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
６
年
１
月
22
日
に
日
本
大
学
理
工

学
部
の
３
年
生
92
人
を
対
象
に
「
プ
レ
ス

ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
義
は
専
門
教
育
科
目
「
建
築
構

造
及
び
材
料
Ⅱ
」の
一
環
で
し
た
。内
容
は

Ｐ
Ｃ
の
基
礎
、設
計
、施
工
、維
持
管
理
に

つ
い
て
資
料
や
模
型
な
ど
を
使
っ
て
説
明

し
、
身
の
回
り
の
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
実
例
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。ま
た
最
後
に
日
鉄

Ｓ
Ｇ
ワ
イ
ヤ
㈱
の
協
力
で
緊
張
ジ
ャ
ッ
キ

を
使
っ
た
サ
ン
プ
ル
材
へ
の
緊
張
実
演
を

実
施
し
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
５
年
12
月
26
日
に
京
都
大
学
工
学

部
地
球
工
学
科
の
３
年
生
37
人
を
対
象
に

「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
特
別

講
義
」と
題
し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
、Ｐ
Ｃ
建
協
の
活

動
内
容
や
業
界
に
お
け
る
役
割
な
ど
で
、

最
後
に
神
鋼
鋼
線
工
業
㈱
の
協
力
で
緊
張

実
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
６
年
１
月
23
日
に
琉
球
大
学
工
学

部
工
学
科
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の

３
年
生
39
人
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

補
修
・
補
強
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
変
状
と
要
因
、

点
検
、調
査
、補
修
、補
強
技
術
を
説
明
し
、

ま
た
Ｐ
Ｃ
建
協
と
Ｐ
Ｃ
業
界
の
概
要
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
令
和
５
年
12
月
以
降
に
実

施
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲ PC建協新年賀詞交歓会の様子

▲ 新年の挨拶を述べる森会長
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Ｐ
Ｃ
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特
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講
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」と
題
し
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授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
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Ｐ
Ｃ
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実
演
を
実
施
し
ま
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。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
６
年
１
月
23
日
に
琉
球
大
学
工
学

部
工
学
科
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
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の

３
年
生
39
人
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
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強
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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術
に
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い
て
」

と
題
し
た
講
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ま
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。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
変
状
と
要
因
、

点
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、調
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修
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Ｐ
Ｃ
業
界
の
概
要
を
紹

介
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。
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、
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Ｐ
Ｃ
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専
門
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派
遣
講
義

は
次
の
と
お
り
で
す
。

12月18日
12月20日
12月20日
12月21日
１月５日
１月11日
１月16日
１月16日
１月17日
１月22日
１月25日
３月12日

関西
北海道
北陸
北陸
関東
関東
東北
北海道
東北
四国
九州
関東

大阪工業大学工学部
北海学園大学工学部
石川工業高等専門学校
長岡工業高等専門学校
中央大学理工学部
群馬工業高等専門学校
東北大学工学部
函館工業高等専門学校
秋田大学理工学部
香川高等専門学校
九州大学工学部
那須清峰高校

現
場
見
学
会
を
開
催

　
Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
６
年
１
月
17
日
に
北
海
道
北
斗
市

の
北
海
道
新
幹
線
大
野
橋
り
ょ
う
の
工
事

現
場
で
函
館
工
業
高
等
専
門
学
校
社
会
基

盤
工
学
科
４
年
生
29
人
を
対
象
に
現
場
見

学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
延
長
3
8
1
m
間
に
お
け
る
、

本
線
部
の
Ｐ
Ｃ
Ｔ
桁
２
連
（
40
ｍ
、
22
ｍ
）、

Ｐ
Ｃ
下
路
桁
１
連
（
45
ｍ
）、
保
守
用
斜
路

部
の
Ｐ
Ｃ
Ｔ
桁
２
連（
25
ｍ
×
２
）、交
差
市

道
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
中
空
床
版
橋
３
連（
51
ｍ
、

62
ｍ
、
１
１
５
ｍ
）
の
計
８
橋
の
新
設
工
事

で
す（
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
や
校
内
授
業
が
続
き
、学
生
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
初
め
て
の
現
場
見
学
で
し
た
。初
め

て
見
る
現
場
構
造
物
の
大
き
さ
や
周
辺
の

環
境
な
ど
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
点
に
大
変
驚

き
興
味
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。学
生
の
皆
さ

ん
は
、
構
造
的
な
こ
と
か
ら
若
手
社
員
の
仕

事
ま
で
積
極
的
に
質
問
を
し
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
６
年
２
月
９
日
に
徳
島
県
小
松
島

市
の
横
断
道
江
田
高
架
橋
上
部
Ｐ
Ａ
27-

Ｐ
Ａ
32
工
事
現
場
で
阿
南
工
業
高
等
専
門

学
校
創
造
技
術
工
学
科
建
設
コ
ー
ス
４
年

12月1日
12月5日
12月6日
12月7日

12月8日
12月11日
12月12日
12月12日
12月12日
12月14日
12月18日

関西
関東
九州
東北

関東

中国
関東
関東
東北
北陸
関東
東北

舞鶴工業高等専門学校
東京都市大学建築都市デザイン学部
熊本高等専門学校
東北工業大学工学部

茨城大学理工学部

呉工業高等専門学校
千葉工業大学創造工学部
東京理科大学理工学部
八戸工業大学工学部
福井工業高等専門学校
国士舘大学理工学部
岩手大学理工学部

12月8日、15日、
22日、2月6日

学校名支部名開催日 学校名支部名開催日

生
と
教
員
の
25
人
を
対
象
に
現
場
見
学
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
Ｐ
Ｃ
８
径
間
コ
ン
ポ
橋
の
内
２

径
間（
橋
長
１
１
２
ｍ
、
有
効
幅
員
13
・
10

〜
18
・５
３
９
ｍ
）と
隣
接
す
る
３
径
間（
橋

長
76
・
６
ｍ
、
遊
行
幅
員
10
・
５
ｍ
）の
コ

ン
ポ
橋
の
計
１
８
８
・
６
ｍ
で
架
設
工
法
は

ク
レ
ー
ン
架
設
で
す（
㈱
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
）。

当
日
は
施
工
現
場
の
見
学
後
、関
西
ピ
ー
・

エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
の
Ｐ
Ｃ
工
場
へ
移

動
し
、Ｐ
Ｃ
桁
の
載
荷
試
験
の
見
学
会
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
他

【
関
東
】

・
２
月
21
日　

島
名
・
福
田
坪
一
体
型
特

　

定
土
地
区
画
整
理
事
業
他　

歩
行
者
専

　

用
道
路
橋
工
事
現
場

　

茨
城
県
土
木
部　

29
人

【
関
西
】

・
12
月
14
日　

新
名
神
高
速
道
路
大
戸
川

　

橋（
P
C
上
部
工
）工
事　
三
井
住
友
建

　

設
㈱
能
登
川
工
場

　

阪
神
高
速
道
路
㈱
・
阪
神
高
速
技
研
㈱

　

16
人

【
九
州
】

・
１
月
26
日　

国
道
４
４
３
号
三
橋
瀬
高

　
バ
イ
パ
ス
柳
瀬
大
橋
橋
梁
上
部
工
工
事

　
（
２
工
区
）

　
（
一
社
）
土
木
技
術
者
女
性
の
会
九
州
支

　

部　
６
人

▲ 京都大学での講義の様子
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現
場
見
学
会
を
開
催

　
Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
６
年
１
月
17
日
に
北
海
道
北
斗
市

の
北
海
道
新
幹
線
大
野
橋
り
ょ
う
の
工
事

現
場
で
函
館
工
業
高
等
専
門
学
校
社
会
基

盤
工
学
科
４
年
生
29
人
を
対
象
に
現
場
見

学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
延
長
3
8
1
m
間
に
お
け
る
、

本
線
部
の
Ｐ
Ｃ
Ｔ
桁
２
連
（
40
ｍ
、
22
ｍ
）、

Ｐ
Ｃ
下
路
桁
１
連
（
45
ｍ
）、
保
守
用
斜
路

部
の
Ｐ
Ｃ
Ｔ
桁
２
連（
25
ｍ
×
２
）、交
差
市

道
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
中
空
床
版
橋
３
連（
51
ｍ
、

62
ｍ
、
１
１
５
ｍ
）
の
計
８
橋
の
新
設
工
事

で
す（
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
や
校
内
授
業
が
続
き
、学
生
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
初
め
て
の
現
場
見
学
で
し
た
。初
め

て
見
る
現
場
構
造
物
の
大
き
さ
や
周
辺
の

環
境
な
ど
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
点
に
大
変
驚

き
興
味
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。学
生
の
皆
さ

ん
は
、
構
造
的
な
こ
と
か
ら
若
手
社
員
の
仕

事
ま
で
積
極
的
に
質
問
を
し
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
６
年
２
月
９
日
に
徳
島
県
小
松
島

市
の
横
断
道
江
田
高
架
橋
上
部
Ｐ
Ａ
27-

Ｐ
Ａ
32
工
事
現
場
で
阿
南
工
業
高
等
専
門

学
校
創
造
技
術
工
学
科
建
設
コ
ー
ス
４
年

生
と
教
員
の
25
人
を
対
象
に
現
場
見
学
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
Ｐ
Ｃ
８
径
間
コ
ン
ポ
橋
の
内
２

径
間（
橋
長
１
１
２
ｍ
、
有
効
幅
員
13
・
10

〜
18
・５
３
９
ｍ
）と
隣
接
す
る
３
径
間（
橋

長
76
・
６
ｍ
、
遊
行
幅
員
10
・
５
ｍ
）の
コ

ン
ポ
橋
の
計
１
８
８
・
６
ｍ
で
架
設
工
法
は

ク
レ
ー
ン
架
設
で
す（
㈱
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
）。

当
日
は
施
工
現
場
の
見
学
後
、関
西
ピ
ー
・

エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
の
Ｐ
Ｃ
工
場
へ
移

動
し
、Ｐ
Ｃ
桁
の
載
荷
試
験
の
見
学
会
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
他

【
関
東
】

・
２
月
21
日　

島
名
・
福
田
坪
一
体
型
特

　

定
土
地
区
画
整
理
事
業
他　

歩
行
者
専

　

用
道
路
橋
工
事
現
場

　

茨
城
県
土
木
部　

29
人

【
関
西
】

・
12
月
14
日　

新
名
神
高
速
道
路
大
戸
川

　

橋（
P
C
上
部
工
）工
事　
三
井
住
友
建

　

設
㈱
能
登
川
工
場

　

阪
神
高
速
道
路
㈱
・
阪
神
高
速
技
研
㈱

　

16
人

【
九
州
】

・
１
月
26
日　

国
道
４
４
３
号
三
橋
瀬
高

　
バ
イ
パ
ス
柳
瀬
大
橋
橋
梁
上
部
工
工
事

　
（
２
工
区
）

　
（
一
社
）
土
木
技
術
者
女
性
の
会
九
州
支

　

部　
６
人

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
を
開
催

　
Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
６
年
１
月
30
日
に
兵
庫
県
姫
路
市

の
姫
路
・
西
は
り
ま
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

（
じ
ば
さ
ん
び
る
）で
開
催
さ
れ
た「
令
和
５

年
度
道
路
橋
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
技
術

講
習
会
（
主
催
：（
公
財
）
兵
庫
県
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
）」
で
自
治
体
職
員
61
人
を

対
象
に「
Ｐ
Ｃ
橋
の
変
状
と
維
持
保
全
」と

題
し
た
講
習
を
行
い
ま
し
た
。内
容
は
一
般

的
な
損
傷
事
例
や
管
理
・
補
修
方
法
、
点

検
・
調
査
時
の
注
意
点
の
説
明
で
、
受
講

者
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、令
和
５
年
12
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。12月7日

12月14日

1月25日

1月29日

2月16日

2月16日

2月19日

2月21日

3月12日

東北

関西

関東

関西

東北

北陸

四国

関東

東北

45人

31人

90人

27人

23人

47人

37人

35人

41人

福島県橋梁技術講習会

若手技術職員向け講習会

群馬県橋梁技術研修会

奈良県土木技術職員研修

秋田県橋梁技術講習会

ネクスコ・エンジニアリング新潟勉強会

技術交流会

茨城県橋梁技術研修

宮城県土木部職員研修橋梁設計研修

福島県土木部

近畿地方整備局

群馬県県土整備部道路整備課

奈良県県土マネジメント部

PC建協東北支部

ネクスコ・エンジニアリング新潟

四国地方整備局

茨城県土木部

宮城県土木部

人数主催・共催講習会支部名開催日

第
22
回
（
令
和
５
年
度
）
高
校
生

「
橋
梁
模
型
」作
品
発
表
会

（
東
北
支
部
）

　

令
和
５
年
２
月
15
日
に
仙
台
市
青
葉
区

の
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
「
第
22
回

（
令
和
５
年
度
）高
校
生「
橋
梁
模
型
」作
品

発
表
会（
主
催
：
高
校
生「
橋
梁
模
型
」作

品
発
表
会
実
行
委
員
会
（
東
北
地
方
整
備

局
東
北
技
術
事
務
所
、Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
が

構
成
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
東
北

５
県
の
14
校
か
ら
全
20
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
秋
田
県
立
横
手
清
陵
学
院

高
等
学
校
の「
丸
森
橋（
モ
ダ
ン
橋
）」が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

建
設
技
術
フ
ェ
ア
２
０
２
３
に
出
展

（
中
部
支
部
）

　

令
和
５
年
12
月
６
日
と
７
日
の
２
日
間
、

愛
知
県
名
古
屋
市
の
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご

や
で
開
催
さ
れ
た
「
建
設
技
術
フ
ェ
ア
２
０

２
３
ｉ
ｎ
中
部
（
主
催
：
国
土
交
通
省
中

部
地
方
整
備
局
・
名
古
屋
国
際
見
本
市
委

員
会
）」の「
学
生
交
流
ひ
ろ
ば
」に
出
展
し

ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
建
協
の
ブ
ー
ス
に
は
１
０
1
人
の

来
訪
が
あ
り
ま
し
た
。学
生
の
皆
さ
ん
に
は

展
示
物
の「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
板
」（
Ｐ
Ｃ
板
）へ

実
際
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、Ｐ
Ｃ
構
造
物
へ

の
理
解
を
促
し
ま
し
た
。

▲ 技術講習会の様子
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PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

Ｐ
Ｃ
建
協
、書
籍
２
冊
を
刊
行

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
関
す
る
書

籍
を
令
和
５
年
12
月
と
令
和
６
年
５
月
に

刊
行
し
ま
し
た
。最
新
の
各
種
規
格
、
工
法
、

知
見
に
対
応
し
た
内
容
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

『
Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い
た
構
造
物
の
補
修
・
補

強
事
例
集
』

・
既
存
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
評
価
・
配
慮

し
た
断
面
修
復
工
法
等

・
大
規
模
更
新
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
取
替
工
法

・
古
い
工
法
で
施
工
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ト
に

対
す
る
再
注
入
工
法

・
電
気
化
学
的
に
防
食
工
法

『
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
＆
プ
レ
グ
ラ
ウ
ト
Ｐ
Ｃ
鋼

材
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
２
４
改
訂
版
』

・
グ
ラ
ウ
ト
材
料
や
施
工
機
械
を
最
新
情

報
へ
更
新
。高
強
度
Ｐ
Ｃ
鋼
よ
り
線
な

ど
新
材
料
情
報
の
追
加

令
和
６
年
度
各
種
講
習
会
日
程

（
Ｐ
Ｃ
建
協
主
催
）

第
31
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
技
術
講
習
会

①
琉
球
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
名
城
ビ
ー
チ

　

㈱
国
建 

岡
田
佳
那
、砂
川
秀
紀

②
彦
根
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技

場（
平
和
堂
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ス
タ
ジ
ア
ム
）

　

㈱
佐
藤
総
合
計
画 

大
野
竜
也
、
佐
竹

知
希

③
Ｃ
Ｏ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
㈱
三
菱
地
所
設
計 

沼
田
祐
子
、
中
村

俊
介

④
某
研
究
施
設

　

プ
ラ
ナ
ス
㈱ 

柴
川
義
智
、
㈲
Ｎ
Ｃ
Ｕ
一

級
建
築
士
事
務
所 

植
畑
寛
志

・ 

日
時　
７
月
12
日（
金
）13
時
〜
17
時

・ 

受
講
方
法　
建
築
会
館
（
東
京
都
港
区
）

で
の
対
面
方
式（
東
京
会
場
）と
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
の
併
用
。7
月
15
日
〜
21
日
ま
で

の
7
日
間
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
に
て
録
画

配
信（
た
だ
し
、受
講
認
定
お
よ
び
受
講
証

明
書
の
発
行
対
象
は
当
日
受
講
分
の
み
）

・ 
受
講
資
料　
７
月
初
旬
か
ら
Ｐ
Ｃ
建
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・ 

定
員　

東
京
会
場
２
０
０
人
、当
日
オ
ン

ラ
イ
ン
受
講
１
０
０
０
人
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
受
講
１
０
０
人

・ 

参
加
費　

無
料

・ 

建
築
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
講
習
会 
４
単
位
、
建

築
構
造
士
資
格
更
新
評
価
点 
５
点
、
適

用
予
定

・ 

問
い
合
わ
せ　
Ｐ
Ｃ
建
協
事
務
局

（
Ｐ
Ｃ
工
学
会
主
催
）

第
51
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

技
術
講
習
会

【
特
別
講
演
】

①
Ｃ̶

Ｓ̶

Ｈ
の
ミ
ク
ロ
構
造
分
析
に

基
づ
く
今
後
の
セ
メ
ン
ト
お
よ
び
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
在
り
方

　

 

新
潟
大
学
大
学
院
准
教
授　

斎
藤
豪

②
Ｐ
Ｃ
橋
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
を
用
い
た

構
造
性
能
の
評
価
と
維
持
管
理
の
高

度
化

   

神
戸
大
学
大
学
院
准
教
授　
三
木
朋

広
③
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を
用
い
た
ジ
オ
ポ
リ

マ
ー
の
配
合
お
よ
び
製
造
方
法
の
最

適
化
に
関
す
る
研
究
紹
介

    

熊
本
大
学
大
学
院
教
授　

尾
上
幸
造

【
テ
キ
ス
ト
題
目
】

A
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
補
修
後
の
劣
化
に

関
す
る
調
査
と
補
修
の
信
頼
性
向
上

に
関
す
る
取
組
み

　
（
国
研
）土
木
研
究
所　

古
賀
裕
久

B
Ｐ
Ｃ
技
術
に
よ
る
高
い
機
能
性
、意
匠

性
を
持
つ
建
築

　

近
畿
大
学
教
授　
Ｐ
Ｃ
工
学
会 

理
事

岸
本
一
藏

C
高
速
道
路
の
取
組
み

⑴
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
に
お
け
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
お
よ
び
新
設
橋
梁
の
施
工
状
況

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱ 

青
木
圭
一

⑵
首
都
高
速
道
路
の
更
新
計
画
と
羽

田
ト
ン
ネ
ル
更
新
の
た
め
の
う
回

路
橋
梁

　

首
都
高
速
道
路
㈱ 

小
島
直
之

D
鉄
道
の
取
組
み

   

―
時
空
間
制
約
下
の
施
工
―

　
（
独
）
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構 

朝
長
光

E
Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
海
外
の
話
題

⑴
第
８
回
Ｐ
Ｃ
橋
に
関
す
る
日
越

ジ
ョ
イ
ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
現

地
視
察

　
　

八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
㈱ 

伊

　

藤
均

⑵
ｆ
ｉ
ｂ
モ
デ
ル
コ
ー
ド
２
０
２
０
の

概
要

　
　

中
日
本
高
速
道
路
㈱ 

牧
田
通

F
日
本
の
Ｐ
Ｃ
黎
明
期
に
お
い
て
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
ひ
と
り
―
仏
人
技
師 

セ
ル
ジ
ュ 

コ
バニ
コ
の
足
跡
―

　

Ｐ
Ｃ
工
学
会
Ｐ
Ｃ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
委

員
会 

井
谷
計
男

・
日
時　
６
月
３
日（
月
）〜
24
日（
月
）

・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画
を
配
信

・
土
木
学
会
継
続
教
育
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
の
認
定
単
位
数
は
、５
・
７
単
位

・
受
講
料　
４
０
０
０
円

（
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
主
催
・Ｐ
Ｃ

工
事
業
協
会
協
力
）

【
名
称
・
開
催
日
・
会
場
】

第
14
回
Ｐ
Ｃ
工
事
技
能
実
習

10
月
15
日（
火
）〜
17
日（
木
）

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

第
８
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
架
設
等
作
業
主

任
者
講
習

10
月
17
日（
木
）〜
18
日（
金
）

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
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北
陸
新
幹
線（
金
沢
駅
〜
敦
賀
駅
）、
延
伸

開
業

　
令
和
６
年
３
月
16
日
に
北
陸
新
幹
線
金

沢
駅
〜
敦
賀
駅（
線
路
延
長
約
１
２
５
㎞
）

が
延
伸
開
業
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
東

京
駅
〜
福
井
駅
間
の
所
要
時
間
が
３
時
間

15
分
か
ら
、
乗
り
換
え
な
し
の
最
速
２
時

間
51
分
に
短
縮
さ
れ
、
首
都
圏
と
直
結
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
敦
賀
駅
な
ど
８
駅
で
開
業
式

典
・
出
発
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
こ

れ
に
合
わ
せ
て
沿
線
各
地
で
も
開
通
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
本
誌
Ｐ

22
明
日
を
築
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
照
）

そ
の
他

・ 

富
山
県
富
山
市　

富
立
大
橋
４
車
線
化

（
中
国
支
部
）

山
陰
道　
大
田
・
静
間
道
路
、
静
間
・
仁

摩
道
路
、暫
定
２
車
線
開
通

　
令
和
６
年
３
月
９
日
に
島
根
県
の
山
陰

道
大
田
・
静
間
道
路（
延
長
５
・
０
㎞
）と

静
間
・
仁
摩
道
路（
延
長
７
・
９
㎞
）が
暫

定
２
車
線
開
通
し
ま
し
た
。両
道
路
は
大

田
静
間
Ｉ
Ｃ
を
中
心
と
し
て
山
陰
の
東
西

地
域
を
結
ん
で
い
ま
す
。こ
の
開
通
に
よ

り
、
出
雲
地
域
か
ら
石
見
銀
山
な
ど
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
東
北
支
部
）

山
形
県　
国
道
１
１
３
号
梨
郷
道
路
、
開

通
　
令
和
６
年
３
月
９
日
に
山
形
県
の
国
道

１
１
３
号
梨
郷
道
路（
延
長
約
７
・
２
㎞
）

が
開
通
し
ま
し
た
。こ
の
開
通
に
よ
り
、高

畠
町
庁
舎
〜
川
西
町
・
公
立
置
賜
総
合
病

院
間
の
所
要
時
間
が
従
来
の
21
分
か
ら
約

５
分
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、
渋
滞
緩
和
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

山
形
県
川
西
町
で
の
開
通
式
に
は
１
６

０
人
が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
を

催
し
、開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
の
他

・ 

山
形
県　

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

　

遊
佐
比
子
Ｉ
Ｃ
〜
遊
佐
鳥
海
Ｉ
Ｃ

（
北
陸
支
部
）

新
潟
県　
一
般
国
道
４
０
３
号
三
条
北
道

路
、全
線
開
通

　
令
和
６
年
３
月
23
日
に
新
潟
県
の
国
道

４
０
３
号
三
条
北
道
路
下
保
内
〜
塚
野
目

間
（
延
長
３
・
18
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
の
開
通
に
よ
り
、三
条
北
道
路（
総
延
長

８
・
32
㎞
）
は
全
線
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
三
条
市
内
の
物
流
・
人
流
の
改
善

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

り
ん
ご
う

ふ
り
ゅ
う

よ
う
ご
み
な
み

ひ
が
し
は
ぶ

（
四
国
支
部
）

愛
媛
県　
国
道
56
号
松
山
外
環
状
道
路
空

港
線（
余
戸
南
Ｉ
Ｃ
〜
東
垣
生
Ｉ
Ｃ
）、開
通

　

令
和
６
年
２
月
24
日
に
愛
媛
県
の
国
道

56
号
松
山
外
環
状
道
路
空
港
線
余
戸
南
Ｉ

Ｃ
〜
東
垣
生
Ｉ
Ｃ
間（
延
長
２
・
４
㎞
）が

開
通
し
ま
し
た
。こ
の
開
通
に
よ
り
、松
山

空
港
〜
松
山
Ｉ
Ｃ
間
の
所
要
時
間
が
17
分

か
ら
13
分
に
短
縮
さ
れ
、今
後
、松
山
市
内

の
混
雑
緩
和
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

東
垣
生
Ｉ
Ｃ
付
近
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、く
す

玉
割
り
が
催
さ
れ
、
今
回
の
開
通
を
祝
い

ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

熊
本
県　
九
州
中
央
自
動
車
道
（
山
都
中

島
西
Ｉ
Ｃ
〜
山
都
通
潤
橋
Ｉ
Ｃ
）、開
通

　
令
和
６
年
２
月
11
日
に
熊
本
県
内
の
九

州
中
央
自
動
車
山
都
中
島
西
Ｉ
Ｃ
〜
山
都

通
潤
橋
Ｉ
Ｃ（
延
長
10
・
４
㎞
）が
開
通
し

ま
し
た
。同
区
間
に
並
行
す
る
国
道
４
４

５
号
は
10
年
間
に
13
回
も
通
行
止
め
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。こ
の
開
通
に
よ
り
、災
害

時
も
通
行
可
能
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

構
築
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

・ 

福
岡
県
北
九
州
市 

国
道
３
号
岡
垣
バ

　

イ
パ
ス

・ 

福
岡
県
久
留
米
市 

県
道
佐
賀
八
女
線

　

大
清
橋

・ 

福
岡
県
・
佐
賀
県 

鳥
栖
朝
倉
線
小
郡

　

鳥
栖
南
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
ア
ク
セ
ス
道
路

・ 

大
分
県
中
津
市 

国
道
２
１
２
号
三
光

　

本
耶
馬
渓
道
路
（
田
口
Ｉ
Ｃ
〜
青
の
洞

　

門
・
羅
漢
寺
Ｉ
Ｃ
）

・ 

長
崎
県
平
戸
市 

県
道
平
戸
江
迎
線
（
田

　

平
工
区
）

・ 

鹿
児
島
県
伊
佐
市　

第
二
辺
母
木
橋

・ 

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市 

国
道
２
２
６

　

号
笠
沙
道
路

・ 

鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町 

北
薩
横
断
道
路

　

広
瀬
道
路
（
さ
つ
ま
広
橋
Ｉ
Ｃ
〜
佐
志

　

Ｉ
Ｃ
）

▲ 東垣生IC付近での開通セレモニーの様子
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編集後記
　今回のルポは、幕末からの歴史と文化が色濃く残る鹿児島の地を訪ねました。石橋記念公園の西田橋は参勤交代の行列も通ったという橋ですが、薩摩藩は江戸
からもっとも遠い藩であり、参勤交代に片道40日～60日かかったそうです。現在は高速道路と新幹線が九州を貫いて走り、自動車でも新幹線でも、都心から一日で
鹿児島市に到着可能です。技術の進歩と交通インフラの有難さを改めて感じました。
　特別企画では、「Vision 2023」について国土交通省道路局長にお話を伺いました。協会外の方からのご意見や期待をお聞きする、貴重な機会でした。
　「こんなところにＰＣが！」では、スタンドの段床裏をあえて顕わにして、PC部材の直線をデザインに活かしたサッカースタジアムをご紹介いただきました。
　「明日を築くプロジェクトの風景」では、3月16日に開業を迎えた北陸新幹線金沢・敦賀間の特徴的なPC橋を紹介していただきました。
　今後も、読者の皆さまが実際に訪ねてみたくなるような、魅力ある橋やPC構造物を紹介できるよう努めてまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　（武藤）

荒瀬 美和（編集委員長）、 石井 一生（副委員長）、　
吉山 誠之（副委員長）、湯山 芳夫、 照井 満、 鈴木 裕二、
八木橋 浩隆、大塚 俊介、  牧　哲史、太野垣 泰博

編集委員会
荒畑 智志（幹事長）、 小谷 仁（副幹事長）、 瀬戸 裕一郎（副幹事長）、
阪田 憲一、 青木 隆昌、 河野 雅弘、 武藤 浩美、 喜多 俊介、 木村 良輔、浅野 真人、 
勝野 源基、 中田 清博、 苅部 秀次、 小林 晃一、 武内 涼太朗、小楠 元久

編集幹事会

PC統計（受注実績）

令和5年度用途別受注実績 年度別受注推移

　令和５年度のPC建協会員の受注
高は、新設部門は対前年度比116%
と増加しましたが、一方で補修・補強
部門は対前年度比79%と減少した
結果、全体としては4,108億円と前
年度から78億円減少しました。
　しかし、令和３年度から３年連続
で4,000億円を超えました。
　用途別では、道路橋が3,204億円
（前年度3,601億円）、鉄道橋が368
億円（前年度284億円）となりました。
　道路橋の内訳は、新設工事が
1,653億円（前年度1,636億円）、補
修・補強工事が1,551億円（前年度
1,965億円）となりました。

鉄道橋
368.3／9.0%

その他橋梁
4.8／0.1%

容器構造物
119.0／2.9%

建築構造物
132.6／3.2% 防災構造物

10.6 ／0.3%
マクラギ
189.9／4.6%

その他
78.9／1.9%

道路橋
建築構造物

鉄道橋
防災構造物

容器構造物
マクラギ
その他橋梁

その他

合計
プレテンション
ポストテンション
補修・補強工事

合計
プレテンション
ポストテンション
補修・補強工事

平
成
4年

平
成
5年

平
成
6年

平
成
7年

平
成
8年

平
成
9年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
2年

令
和
3年

令
和
4年

令
和
5年

令
和
元
年

（単位：億円）
7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

合計
プレテンション
ポストテンション
補修・補強工事

合計
プレテンション
ポストテンション
補修・補強工事

（単位：億円）

－合計　－ポストテンション　－プレテンション　－補修・補強工事

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（単位：億円）

－合計　－ポストテンション　－プレテンション　－補修・補強工事

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

4,000

4,500

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

3,010

3,485

3,395

4,333
4,186 4,108

2,054 2,005

1,583

2,184

1,929 1,806

376 341
350

3,209

1,279
1,638

2,112

2,043 1,682

434464496

594

373

1,107
876

（単位：億円）

道路橋
3,203.8／78.0%
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